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2022年に開校150周年を迎えた立正大学学園は、一世紀半の歴史から未来へ向けて新たな一歩を踏み出しま
した。「真実・正義・和平」を謳う本学の立正精神は、今を遡る800年前、天変地異の続く鎌倉時代において国
を想い、人を想い、社会の安寧を祈られた日蓮聖人にその源流が求められます。お釈迦様の説かれた法華経よ
り湧き出でた一滴が、日蓮聖人とともに悠久の時を超えて大きな河となり本学の今に続いているのです。
日蓮聖人の言葉に「我が門家は夜は眠りを断ち　昼は暇

いとま
を止めてこれを案ぜよ　一生空しく過ごして　万歳

悔ゆる事勿れ」という一節があります。これは、我が一門の人々は、夜は眠る時間を惜しみ、昼間は少しの暇
な時間であっても無駄にせず、充分に学び考えるべきである。そして一生を考えることもなく空しく過ごして
しまって、あとで悔いを万歳にまで残すようなことがあってはならない。という大意ですが、「止暇断眠」の姿
勢を心がけることが、真実を求め至誠を捧げること、正義を尊び邪悪を除くこと、そして和平を願い人類に尽
くすことへと繫がっていくのではないでしょうか。身近な日常に置き換えれば学生諸君は学びの場で、あるい
は課外活動の場でそうした姿勢を心がけることにより、学問探求の深い成果を得、あるいは高いステージへと
到達することができるのではないかと考えますし、社会人となってからは、本学で学び過ごした日々が様々な
困難を乗り越える力となり、それぞれが社会を担う人材へと成長していくのだと思います。本学の卒業生で客
員教授でもある登山家の竹内洋岳氏は世界で29人目、日本人で唯一の8000メートル峰全14座の登頂者です
が、氏の言に「挑戦に欠かせないのは好奇心であり探求心であり、それを発揮できる環境に身を置くことがで
きるか。そこが最も重要」という言がありますが、本学の環境こそが竹内氏の心と姿勢を育み偉業へと導いた
のだと思います。
一方で、大学を取り巻く現代社会に目を転じるとその環境は厳しさを増しています。殊に18歳人口減少への
対応は喫緊の課題ですが、これは選ばれる大学へのチャンスでもあります。内閣総理大臣を議長とする教育未
来創造会議から、Society5.0といわれる未来社会における人材について「自分自身で課題を設定して考えを深
く掘り下げられる人材、多様な人とコミュニケーションをとりながら新たな価値やビジョンを創造し社会課題
の解決を図っていく人材が未来を支える人材」であるとの提言がなされ、時を同じくして開校150周年に発表
された長期構想立正グランドデザインは、「多様性を尊重し、伝統と新たな知を融合することで、社会に革新を
もたらすことのできる人材が集う学園」と策定されました。これはまさしく国が指し示す将来人材像と本学が
目指す学生像が同様であることを示しています。そうした人材を育むためには、大学の役割も単に学生教育研
究の場としてあるだけではなく「知の集積地」として日常的にその存在を社会に活かしていくことが求められ
ます。
急激な時代変化の中で、本学はその教育研究の成果によりどのような社会発展への寄与ができるのか、本学
でなければ出来ないことは何なのか、10年後に本学はどのような存在でありたいのかが問われています。開校
80周年に当たる1952年より16年に亘り本学学長を務められた石橋湛山先生は、法華経の精神と学問の実践を
一体化する生き方を説き、建学の精神を立てられました。そして今、本学には志を持って学ぶ１万人の学生と
その保護者、学生たちを育む優れた教職員、そして学生たちの未来を生きる建学以来の卒業生等多くの校友の
皆様がいます。根が深ければ枝は茂り、源が遠ければ流れは長いと日蓮聖人は言われましたが、校友会はまさ
に深き根であり、長き流れであります。私も校友の一人として学園発展のため皆様とともに邁進する所存です
ので、皆様には何卒ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げまして御挨拶とさせていただきます。
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立正大学学園　理事長　生駒 雅幸
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立正大学は1872（明治５）年の開学以来、９学部16学科と大学院７研究科を擁する総合大学へと発展し、
本年で152周年を迎えることができました。私は150周年の節目である2022年４月に第35代学長に就任し、
はやくも３年目となりました。この間、健全かつ独自性のある大学経営に努めてまいりました。教育機関とし
ては、学生が卒業した後も生涯にわたって成長していけるための基礎力を養いながら、個性を磨き専門性を育
む環境を整備し、研究機関としては、先進的な研究成果を学生指導に還元するとともに、直接的であれ間接的
であれ、地域社会、そして国際社会に役立ててまいります。そして、次の50年、100年を見すえ、伝統と新た
な知を融合させることで、社会に革新をもたらす人材育成を推進してまいります。そのため、大学の根幹を支
える、より強固な財政基盤とガバナンス体制を構築しながら、学生の生涯にわたる成長と、立正大学としての
さらなる発展に向けて努力していく所存です。
さて、近年では開校150周年記念事業を推進する原動力として多くのご支援を賜りましたことを、あらため
て感謝申し上げます。とりわけ150周年記念事業募金に多大なるご協力を頂戴できたことで、品川キャンパス
の新たなシンボルとなる150周年記念館（13号館）も竣工し、新たな学び舎として利用に供されています。そ
して、もちろんこれからも立正大学の歴史は続いていきます。校友の皆様の熱い思いは、必ずや本学の次なる
ステージへとつなげてまいります。立正大学には歴史があり、多様な知見の蓄積があるものの、直接実感でき
る場面が少ないとの声があるのも確かです。その点、150周年記念館に設けた「石橋湛山書斎（復元）」やロー
タスギャラリー特別展示室は、立正大学の魅力を可視化する取り組みの一例であり、校友の心の拠りどころと
して本学の価値をさらに発信してまいります。また、品川・熊谷の２つのキャンパスを、ともに地域に開かれ
た拠点として発展させることにも力を注いでいきます。企業や自治体との社会連携や地域連携事業も活発に進
めており、学びの成果を社会に還元することでも、本学の価値を発信できると考えるからです。
こうした過程において、学生には学内外で幅広い経験を重ね、社会に貢献する人材として成長していってく
れることを願っています。それを見守り、支える校友の存在も、150年の歴史を誇る立正大学のかけがえのな
い財産であり、校友の皆様と一致団結しながら、学生の成長と大学としての成長に向けて努力していく所存で
す。
この春も、多くの卒業生を送り出し、多くの新入生を迎え入れることができました。卒業生には、歴史ある
本学で修得した知識や技術はもちろんのこと、何よりもエキスパートとしての専門性と、モラリストとしての
人間性を持って、多方面で社会に貢献していってくれることを期待しています。新入生には、学業や課外活動
を通して有意義な学生生活とするべく、本学のリソースを最大限活用してほしいと思います。９学部16学科・
大学院７研究科、専任教員約300名の本学において幅広い学びに挑戦し、自分自身の新たな可能性を見出す目
を養い、自らの可能性の芽を開花させてほしいと願っています。

ご挨拶

第35代立正大学長・立正大学校友会長　寺尾 英智
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令和６年度の保護者懇談会を下記日程で開催致します。
全国６会場にて対面による開催ならびZoom（品川キャンパス開催）による配信を行う予定です。
動画等による講座配信も引き続き継続して行う予定でございます。
開催に関する詳細は、４月中頃に、保護者の皆様へご案内をお送りさせていただきます。

【地方会場】＊状況によっては変更・中止となる場合がございます。
日程 開催地 会場 申込締切日

６月８日（土） 新潟県新潟市 アートホテル新潟駅前
https://www.art-niigata-station.com/access/ ５月17日（金）

８月４日（日） 埼玉県さいたま市 ロイヤルパインズホテル浦和
https://www.royalpines.co.jp/about/access ７月12日（金）

９月７日（土） 福島県郡山市 郡山ビューホテル
https://www.k-viewhotel.jp/access/index.html ８月16日（金）

10月５日（土） 千葉県柏市 ザ・クレストホテル柏
https://www.cresthotel.co.jp/kashiwa/access/ ９月13日（金）

＜地方会場プログラム内容＞　＊内容および時間は変更となる場合がございます。
○12：30～　開場・受付開始
○13：00～　開会挨拶
○13：20～　保護者のための就職講座　（講師：キャリアサポートセンター職員）※①

○14：30～　個人面談（担当：学事課職員・学生生活課職員・キャリアサポートセンター職員）※②

※�①成績・学生生活に関する面談をご希望の方で「保護者のための就職講座」をお聞きにならない方は、この時間よ
り面談を受けることができます。
※②個人面談は事前予約制です。当日のお呼び出しの順番は、お申込み受付の順番ではございません。
　�予めご了承ください。面談時間は１組あたり20分とさせて頂きます。面談をお受けになる方の人数により、お待ち頂
くお時間が長くなる場合がございますので、予めご了承いただき、当日ご参加くださいますようお願い申し上げます。

令和６年度 保護者懇談会開催のお知らせ

▲保護者のための
　就職講座

カウンセラー講座

▲

▲ご挨拶

個人面談

▲
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【大学キャンパス】＊状況によっては変更・中止となる場合がございます。
日程 開催地 会場 申込締切日

７月　７日（日） 東京都品川区 立正大学 品川キャンパス　
https://www.ris.ac.jp/access/shinagawa/ ６月14日（金）

11月24日（日） 埼玉県熊谷市 立正大学 熊谷キャンパス
https://www.ris.ac.jp/access/kumagaya/index.html 11月１日（金）

＜大学キャンパス プログラム内容＞
○11：00～　開場・受付開始
○12：00～　開会挨拶
○12：25～　学生カウンセラー講座（講師：学生カウンセリングルームカウンセラー）
○13：15～　保護者のための就職講座　（講師：キャリアサポートセンター職員）※①

○14：30～　個人面談（�担当：各学部教員・学事課職員・学生生活課職員・キャリアサポートセンター職員）※②

※�①就職に関する面談をご希望の方で、「保護者のための就職講座」をお聞きにならない方は、この時間より面談を受
けることができます。
※②個人面談は事前予約制です。当日のお呼び出しの順番は、お申込み受付の順番ではございません。
　�予めご了承ください。面談時間はお１組あたり20分です。面談をお受けになる方の人数により、お待ち頂くお時間
が長くなる場合がございますので、予めご了承いただき、当日ご参加くださいますようお願い申し上げます。�
なお、学部教員による面談の対応は、下記の通りキャンパスごとに分かれております。
　（品川）仏教、文学、経済、経営、法学、心理　　（熊谷）社会福祉、地球環境科学、データサイエンス

【Zoomによるライブ配信】＊状況によっては変更・中止となる場合がございます
日程 開催地 会場 申込締切日

７月７日（日） 東京都品川区 立正大学 品川キャンパス ６月14日（金）
品川キャンパスで開催される保護者懇談会について、Zoomによるライブ配信を行う予定です。
詳細は郵送にてお送りいたしますご案内および校友会ホームページにてご確認ください。

○視聴するにはお申し込みが必要となります。申込締切り後、視聴用URLをお送り致します。
○配信は、開会のご挨拶・学生カウンセラー講座・保護者のための就職講座までを当日、配信する予定です。
○�視聴申込みをされた方で当日、Zoomでの個人面談をご希望の方は、視聴申込みの手続き後、学長室校友
課までお問い合わせください（Email :alu@ris.ac.jp または TEL :03-3493-6673）

卒業生の皆様ご卒業おめでとうございます。入学生の皆様ご入学おめでとうございます。
ご卒業、ご入学をお祝いして校友会より記念品を贈呈致しました。

今後の皆様のご活躍を祈念しております。

校友会から卒業生・入学生へ　記念品を贈呈しました

卒業記念品
手帳・手帳カバー・ボールペン

入学記念品
モバイルバッテリー
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令和５年度事業報告・決算報告は５月以降、校友会ホームページへ掲載致します。
◆令和６年度 校友会事業の取り組みについて
　�令和６年度立正大学校友会は開設15周年を迎えるにあたり、大学の最新情報やイベント情報等、内容を充実させ、大学と校友の
皆様との繋がりの強化により一層努めて参ります。

令和６年度の校友会事業
《保護者懇談会》
　地方４会場（福島・新潟・埼玉・千葉）と品川・熊谷キャンパスの全６会場にて開催。
　昨年度に引き続き、品川キャンパス開催時にはオンライン配信を予定。
　大学の教職員に保護者の皆様がご相談し易いプログラム作りや、活用できる講座の開催を行う予定です。

《ホームカミングデー in橘花祭》
　�校友の皆様に来校頂き、在学生・卒業生同士の交流の場として、大学を
より身近に感じて貰える機会を増やすことを目的に、品川キャンパスに
て橘花祭と同日開催。

　令和６年度は　11月２日（土）
《卒業生地域校友の集い》
　各地域で活動・活躍されている卒業生による交流を目的として開催。
　�学長・副学長および各専門分野の先生方にご参加いただき、講演・交流
イベントを開催。

《広報活動について》
①校友会ホームページ・SNS活用について
　�令和６年度より校友会ホームページをリニューアル。より見やすい、活
用し易いサイト作りを進めるとともに、管理と運用を適切に行い、発信
情報の充実を図る。

②生涯メールサービスの運用管理と活用拡大
　利用に関する規定の整備と利便性の充実を図っていく。
③会員向け広報誌発行・学園新聞送付について
　�校友会報「たちばな」を年３回発行。併せて学園新聞（年３回）のお届
けにより現状の大学の取り組みや在学生の活躍、卒業生の活躍等近況情
報を提供する。

④校友会ご案内パンフレットの作成
　�立正大学校友会の活動に関する内容を紹介したパンフレットの作成・配
布を行う。

《在学生支援》
　�◆成績優秀奨学生◆大学院研究奨励金◆課外活動助成費（一般助成・特
別助成）◆英会話ラウンジ運営補助◆海外インターンシップ・ボラン
ティア活動奨学金◆学園祭助成（運営費・パンフレット等発行物費用）
◆入学記念品・卒業記念品の贈呈◆各種学生支援◆新入生ガイダンス時
配布エコバック作成費用一部負担

《同窓会との協働連携による支援》
　◆ホームカミングデーでの地方物産展・懇親会等の開催
　◆体育会強化クラブへのお米支援
　◆災害等による困窮学生への奨学金支援
　◆各県支部による、出身学生への学生支援としてレトルト食品等の配布
　◆卒業生による在学生への就職支援

《橘会（保護者の会）との協働連携による支援》
　◆経済的困窮学生への奨学金給付支援（立正150橘会基金の運用）
　◆橘会奨励賞授与◆新入生への防災キット配布

《その他活動について》
　�◆�構成団体助成＝校友会の構成団体である同窓会・橘会・郵政会への運
営等支援

　◆立正大学校友会創立20周年記念事業に向けての準備を行う
　◆�校友会会員管理システムでの卒業生情報の取り扱いに注意しながら、
情報収集・管理・運用を行ない、卒業生就職先調査を引き続き行う。
公務・教員グループ化を進め在学生への就職支援プログラムの作成・
実施を進める

令和６年度　校友会事業計画・予算

令和６年度　立正大学校友会収支予算書
（令和６年４月１日 ～　令和７年３月31日）

収入の部

科目 令和6年度予算 令和5年度予算 増減

校友会費 116,110,000 124,210,000 △ 8,100,000

総計 116,110,000 124,210,000 △ 8,100,000

支出の部

科目 令和6年度予算 令和5年度予算 増減

入学記念品作成費 5,170,000 6,200,000 △ 1,030,000

卒業証書（修了証書）　　　　　
ホルダー作成費 1,350,000 922,000 428,000

卒業記念品作成費 16,525,000 16,525,000 0

大学院生研究奨励金 1,000,000 1,000,000 0

校友会成績優秀
奨学生 9,900,000 10,500,000 △ 600,000

課外活動助成費 11,800,000 11,800,000 0

課外活動特別助成費 3,000,000 3,000,000 0

学園祭実行委員会
助成費 4,800,000 4,800,000 0

英会話ラウンジ
補助費 2,000,000 2,000,000 0

海外インターンシップ
補助費 1,500,000 1,500,000 0

大学同窓会助成費 24,500,000 24,500,000 0

橘会助成費 1,000,000 1,000,000 0

郵政会助成費 900,000 900,000 0

講師講演料 634,809 490,028 144,781

雑給（補助費） 713,000 528,000 185,000

会議会合費 3,470,000 3,560,000 △ 90,000

旅費交通費 400,000 250,000 150,000

通信運搬費 11,570,000 10,833,000 737,000

印刷製本費 8,996,000 7,740,000 1,256,000

委託費 5,030,000 4,636,600 393,400

手数料報酬 471,000 464,737 6,263

公租公課費 20,000 10,000 10,000

賃借料 200,000 200,000 0

校友会積立金 1,000,000 2,000,000 △ 1,000,000

次年度繰越金 160,191 8,850,635 △ 8,690,444

総計 116,110,000 124,210,000 △ 8,100,000
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◆北海道
伊東　由尋
真鍋　郁郎
◆青森県
斉藤　琢明
白戸　是調
◆岩手県
金森　光一
川村　学
玉井　邦治
中野　吉享
藤原　耕道
藤原　康友
涌田　広重
◆宮城県
阿部　邦英
鈴木　潤一郎
丹野　敏夫
◆秋田県
岩谷　宣行
金田　憲司
山本　侑玄
◆山形県
𠮷田　清美
◆福島県
矢吹　康英
◆茨城県

飯塚　恭孝
岩崎　良文
軽部　操
三上　要玄
湯沢　聡
◆栃木県
多川　好一
武藤　敏弘
◆群馬県
松井　雄三
宮崎　広保
◆埼玉県
新井　朋子
石松　明長
市川　幹
稲葉　一洋
桐谷　光男
清水　海隆
田島　初雪
横田　純
◆千葉県
今井　正行
内山　善行
遠藤　尚
梶井　嚴晴
鈴木　明善
橋本　知己

堀江　克浩
三好　茂隆
村上　英祥
森　玲悟
◆東京都
天野　泰仁
岩本　順和
小抜　武雄
栗田　美千也
黒田　文夫
小出　茂昭
嶋　海里
正司　彰夫
神　博充
千田　昭弘
高田　和明
田辺　由喜夫
中村　妙子
庭野　日鑛
三浦　慎一郎
宮田　秀徳
横川　知行
米田　欣司
◆東京多摩
青木　重幸
安井　美佐江
小島　正存

横山　隆
◆神奈川県
秋吉　良一
稲　真珠
黒田　昭司
小島　勉
後藤　克教
鈴木　嘉昭
関根　泰幸
植松　秀夫
三澤　金一郎
三田村　鳳治
守屋　宣成
山口　直人
由本　健二郎
◆新潟県
近藤　玄省
諏訪　淳一
◆富山県
近正　恵里
近正　文修
土肥　洋一
◆山梨県
遠藤　太一
押田　玄要
◆長野県
大熊　英徳

熊野　義正
櫻井　政信
佐藤　幹弘
◆岐阜県
矢野　義己
◆静岡県
泉　和彦
木村　光正
洲脇　誠
則武　海源
古田　芳郎
◆愛知県
犬飼　盛勝
◆三重県
坂倉　浩二郎
服田　英一
林　裕行
◆滋賀県
杉本　正光
中紙　賢孝
◆京都府
田中　潮佑
谷口　真也
◆兵庫県
河村　瑞栄
山本　恵彦

◆岡山県
秋元　啓秀
近重　智雄
◆広島県
奥崎　昭三
増本　明
◆山口県
松澤　隆
◆香川県
石川　計夫
町川　義晃
◆高知県
浜田　俊人
吉田　弦
◆福岡県
奥田　ひろみ
成田　康彦
◆熊本県
上田　裕次
◆大分県
宮﨑　洋
◆宮崎県
森　泰教
◆沖縄県
古波蔵　保成
前川　晋二

校友会費B等の納入者芳名 （敬称略　五十音順）

（令和５年11月１日～令和６年２月29日納入分）～ありがとうございました～
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2024年4月より、校友会ホームページが新しくなりました。
今まで以上に見やすい、情報検索がより簡単に出来るサイト作りを行っております。

大学イベントや校友会イベント、校友の皆様の活躍等随時情報を発信して参りますのでご活用ください。

校友会ホームページが新しく なりました！！

お知らせ
と

お願い

校友会ホームページが新しくなるのに伴い、ホームページアドレスが変更となります。
ブックマークされている方は新しい校友会ホームページアドレスにご変更登録をお願い致します。

新しいアドレス　https://alumin-rissho.jp/

◆卒業生の方には住所等登録情報をホームページより修正変更頂けます。 ◆スマートフォン
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立正大学に入学された皆さん、おめでとうございます。これまでのご努力に敬意を表しますとともに、皆さんを支えてこ
られましたご家族やご親戚、関係者の方々に心よりお祝い申し上げます。
コロナ禍での高校生活や令和６年能登半島地震という未曽有の事態の中で、多くの犠牲を払いさまざまな困難を乗り越え
て、皆さんは今日から立正大学生としてスタートを切られます。同窓生として心より温かくお迎えしたいと思います。皆さん
は、自らの意思で立正大学を選び、素晴らしい環境で大きな成果を生み出したいと思っていらっしゃいます。大学は高校と
違い、問題を与えられるのではありません。先生方の支援のもとで、自ら問題を見つけ出し取り組んで乗り越えるのです。
解決したその先には自分だけの素晴らしい景色が待っています。
また、これから出会う多くの先生や先輩、後輩、友人と過ごす時間は一生の宝物です。勉学や研究を通じての学生生活が
皆さんの人生の糧となります。失敗を恐れず粘り強くチャレンジを続けてください。立正大学は皆さんの努力に必ず応えて
くれます。
立正大学同窓会は、卒業生の人的ネットワークです。各学部と都道府県に支部があります。同窓会では大学と在学生及び

同窓生との連携を図り、親睦を深める様々な事業を行っております。ぜひ大いに同窓会をご活用ください。
卒業生の皆さん、おめでとうございます。ご家族及び関係者の皆様にも心よりお祝い申し上げます。４月からは社会で働

き始める方や大学院でさらに研究を積み上げる方などさまざまだと思います。皆さんは大学で身に付けられた様々な能力や
人間力を生かしていっていただきたいと思っています。今後の皆さんのご活躍を期待しています。
皆さんの学生生活の前半は、コロナ禍で授業がオンライン型、ハイブリッド型を中心に学んだと思います。授業のみなら

ずクラブやサークルの活動が制限され、先生方や友人と会うだけでも制限された時期でした。ホームカミングデーも入場制
限の中での開催でした。今まで誰もが経験したことのない大変な時期でした。しかし、これは新しい世界の始まりだとも思
えます。ますます変化が激しく予測困難で先行き不透明な時代になっています。このような新しい社会を作っていくのは、
新しい価値観を持つ皆さん方なのです。
立正大学は2022年に開校150周年を迎え、18万人を超える卒業生を輩出しています。今日、少子高齢化とそれに伴う人

口減少が進む中で、本学は在学生１万人を誇り、歴史の古さ・学術の専門性、各種クラブ活動の活躍等で高い評価を受けて
おります。ぜひ皆さんには都道府県支部に積極的に入会され、同窓会の先輩や仲間との交流に参加していただきたいと思い
ます。同窓会で築く絆は、社会や職場で必ず大きな利益をもたらすと思います。
私たち同窓会は、母校や在学生の支援を柱として、活動の一層の充実と会員相互の交流や連携、親睦を深め地域社会への

貢献を図っていきます。
卒業の皆さん、同窓会への入会を心より歓迎いたしております。
ここで、同窓会について紹介させていただきます。ご承知のように今日大学はかつてないほどの変動と変革の渦中にあり
ます。その中で大学は、同窓会との結びつきを一層強めるための努力をしていただいています。同時に同窓会の役割も、大
学に対して支援を行う組織として、ますます重視されるものとなっていると思います。令和７年度にはデータサイエンス学
部を新たに同窓会員としてお迎えできるよう検討しています。
同窓会は、三つの柱を立てています。
第一は、卒業生同士の親睦の組織としての役割です。卒業生間の情報交換やネットワーク構築も目指しています。この中

で、女性専門委員会を立ち上げています。今や女性の在学生は50％に近く増加しています。女性活躍の旗を高く掲げること
で、在学生の同窓会活動への積極的な参加を促し、大学と同窓会の両方の活性化を図っています。
第二は、母校や在学生への支援を目的としています。この中で、古豪「教職の立正大」の復活を目指しています。ホーム

カミングデーで講演や在学生からの相談受付を大学とともに行っています。
第三に、地域連携の推進です。この中では、「絆を未来に届けるため」を掲げ、新潟県支部や市民と連携し、「強化スポー

ツ選手に美味しいお米」を送りサポートしていく事業も行っています。
最後に、繰り返しますが、ご入学・ご卒業されました皆さんに心よりお祝いを申し上げます。皆さんの今後のご活躍及び
保護者や関係者の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。９学部16学科７研究科を要する創立150周年の総合大学で
す。これからもより一層の発展も祈念いたします。

立正大学同窓会会長　齊藤 岐代未

ご挨拶
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令和６年度立正大学同窓会全国大会は、品川キャンパスのロータスホールにて開催致します。
日程：令和６年６月29日（土）
会場：立正大学 品川キャンパス　ロータスホール（150周年記念館・13号館地下１階）
受付：13：00～14：00
内容：講演会　14：00～15：30
　　　講　師　福島県平田村　村長　澤村和明 氏
　　　　《プロフィール》�昭和22年１月５日生まれの77歳。福島県立小野高等学校卒業後、昭和44年３

月立正大学経済学部卒業。行政書士・建築設計事務所長を経て、平成８年平田
村議会議員初当選、平成19年７月29日の平田村長選挙で初当選し現在５期
目。趣味は和太鼓、好きな言葉は「初心忘れるべからず」。多くの行政委員等
を歴任されています。

　　　懇親会 16：00～17：30
　　　会　場　品川キャンパス　学生食堂を予定

申込：�ご参加をご希望されます方は、�
下記内容をご記入いただき、学長室校友課宛にEmailまたはFAX、郵送にてお送りください。

　　　◆氏名◆フリガナ◆卒業学部・学科◆卒業年度◆校友会会員番号◆参加人数
　　　◆ご住所◆ご連絡が可能なご連絡先◆その他特記事項がございましたらお書きください。
　　　住所：〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
　　　　　　TEL：03-3493-6673　FAX:03-3493-9068　Email：alu@ris.ac.jp
　　　問い合わせ先も上記連絡先となります。

立正大学同窓会 全国大会 開催のご案内
令和６年度

立食形式にて、
歓談時間を多く設けて
おりますので、皆様同士
での交流をお楽しみ

ください。

アトラクション等も現在
検討しております。皆様に

お楽しみ頂ける時間を役員一同考えて
おりますので、是非ご参加ください。

品川キャンパスマップ

150周年記念館正面

150周年記念館・13号館　地下１階
ロータスホール

13号館
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 令和５年度課外活動顕彰　～頑張った在学生へ同窓会より祝賀を贈呈～

令和５年度の課外活動顕彰が発表され、頑張った在学生へ同窓会より祝賀を贈呈しました。
顕彰された課外活動団体および個人の皆様おめでとうございます ! !

【団体部門】　◆体育会射撃部　◆独立団体吹奏楽部　◆体育会排球部　◆体育会卓球部　◆体育会ソフトテニス部
【個人部門】　　　　　　　　　　　◆体育会剣道部　飯塚保斗さん　◆体育会剣道部　菅原義仁さん　　◆体育会剣道部　茂筑　健さん　
◆体育会剣道部　森元南々子さん　◆体育会剣道部　土手健汰さん　◆体育会剣道部　鈴木　陽さん　　◆体育会水泳部　日下部倖慎さん　
◆体育会水泳部　高久麻希さん　　◆体育会水泳部　飯田悠斗さん　◆体育会水泳部　高田伊武紀さん　◆体育会水泳部　久保翔希さん  
◆体育会射撃部　成川和馬さん　　◆体育会射撃部　平石悠真さん　◆体育会射撃部　山形梨奈さん　　◆体育会射撃部　荘司悠汰さん　
◆体育会射撃部　齊藤孝貴さん　　◆体育会射撃部　菅沼友菜さん　◆体育会弓道部　矢崎友大さん　　◆体育会弓道部　影山芽泉さん
　　　　　　　　　　　　　　　　◆体育会排球部　荒瀬好則さん　◆法学部　大谷陸斗さん ＊ビーチサッカー日本代表に選出された

令和６年度立正大学同窓会代議員会開催案内
日程：令和６年５月18日（土）　14：00～16：00
会場：�立正大学　品川キャンパス　第５会議室�

（11号館11階）を予定
　　　会場等の詳細は後日ご案内申し上げます。
議題：�事業報告・決算報告・監査報告・事業計画案・予算

案等の審議、令和６年度全国大会について　他
対象：学部同窓会代議員・支部同窓会代議員・監事
新潟県支部　田植えのご案内
毎年恒例となっております田植えにつきまして、今年度も
下記日程で開催致します。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。
日　　程：令和６年６月１日（土）
集合時間：９：00（予定）
集合場所：ご参加の方へ別途ご連絡致します。
服装・持ち物：�汚れても良い恰好で動きやすい恰好でお願

い致します。また長靴をご持参ください。
申込先：�立正大学学長室校友課　TEL：03-3493-6673　

Email:alu@ris.ac.jp
支部総会開催案内

《静岡県支部》
◆日程：令和６年６月15日（土）　16：00～20：00
◆会場：GRILL炙之介
　住所：静岡県静岡市葵区昭和町１-８
　TEL：054-273-8844　JR静岡駅徒歩約５分
◆内容：総会・講演会・懇親会
◆講師＝立正大学文学部社会学科　鈴木健之 教授

《東京多摩支部》
◆日程：令和６年６月２日（日）16：00～20：00
◆会場：八王子エルシィ
　　　　（住所）東京都八王子市八日町６－７
　　　　JR八王子駅北口12分
◆会費：5,000円（飲食代込）
◆総会・懇親会
◆講演会：�日本のトップ企業の経営戦略�

～企業の研修を担当して～�
西岡勇治氏（本学大学院文学研修科修了）

学部同窓会総会開催案内
《経営学部同窓会》
◆日程：令和６年５月18日（土）17：00～
◆会場：立正大学品川キャンパス 第８会議室
　　　　（８号館２階）
◆事業報告・決算・事業計画・予算および他活動関する審議

《文学部同窓会》
◆日程：令和６年５月25日（土）13：30～16：00
◆会場：立正大学品川キャンパス第５（B）会議室
　　　　（11号館11階）
◆総会：事業報告・決算、事業計画・予算、他
◆講演会：浜松町・増上寺散策について
　　　　　石田裕美子氏（本学文学部卒業）

《仏教学部同窓会》
◆日程：令和６年６月28日（金）
◆会場：立正大学品川キャンパス 第８会議室
　　　　（８号館２階）
◆総会・懇親会
◆講演会：生駒雅幸理事長
文学部同窓会散策案内

◆日　程：令和６年９月14日（土）
◆行　程：�浜松町駅⇒大門⇒増上寺⇒芝大明神⇒昼食⇒浜

松町駅　解散
◆集　合：浜松町駅北口改札出たところ10：00
◆解　散：浜松町駅　14：00
◆参加費：2,500円（昼食代・入館料）
◆申　込：�学長室校友課へご連絡ください。ご担当者へお

繋ぎします。
秋田県支部　中讃地域をめぐるバスの旅報告

◆日程：令和５年11月11日（土）
◆会場：イヤタカ（秋田市内）
◆講師：�水野聖和氏（本学文学部地理学科卒業・株式会社

秋田銀行勤務）
埼玉県支部　創立70周年記念式典祝賀会報告

令和５年12月９日（土）さいたま
市パレスホテル大宮にて開催。大
学より望月理事長・鈴木副学長・
堀越ラグビー部監督・中村陸上競
技部駅伝部門監督、同窓会より齊
藤同窓会長・二ノ宮顧問、他各同
窓会支部の役員および埼玉県議会の方等多くの方にご臨席
ご祝辞を賜り盛会に終了することが出来ました。長年継続
されてきた諸先輩方はじめ、ご協力を賜りました皆様に感
謝申し上げますとともに御礼申し上げます。
岡山県支部　創立70周年記念岡山落語名人会協賛と懇親会報告
日程：令和６年３月10日（日）
　　　落語会：13：00～　懇親会：17：00～
場所：落語会＝岡山市民会館
　　　懇親会＝ホテルグランヴィア岡山
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　　　月亭方正氏によるゲストスピーチを行いました。
◆齊藤同窓会長出席
香川県支部　新年会報告
1月20日に新年会を開催し、全国
大会と見学会・愛媛支部との交流
会・ホームカミングデーなどの総
括を行いました。うれしいことに
全国大会の開催に伴い集まるメン
バーも増えたのを受け今後、支部
独自の交流を深めるための事業を実施することを目的に、
来年度の事業計画についても協議しました。
数年前に「金毘羅街道を歩こう」として、暑い夏に丸亀港
の起点から徒歩で金刀比羅宮を目指す事業を実施しまし
た。道中、道標や茶堂などを辿りながらの、郷土魅力を再
発見する研修会を行っておりますので今後も開催を検討し
ておりますので、是非ご参加ください。
東京都支部　研修バスツアー開催報告
11月18日（土）東京都支部では、「秋の上州紅葉の日帰

り研修旅行（バスツアー）」を開
催しました。秋のひと時、ご参加
頂きました皆様には楽しい交流の
時間をお過ごし頂けたと存じま
す。今回日程が合わずご参加いた
だけなかった皆様の次回は是非ご
一緒しましょう。
同窓会支部総会開催報告

《愛媛県支部》
◆日程：令和５年５月13日（土）
◆会場：長久寺

《岩手県支部》
◆日程：令和５年11月25日（土）
◆�会場：盛岡市
　　　　エスポワールいわて
◆４年振りの開催となりました。

       
２       ０       ２       ４       年       ３       月       卒       対       象     

       
社       福       大       同       窓       会     

       

４       か       月       後       に       熊       谷       キ       ャ       ン       パ       ス       に       集       合     

       

ま       た       ま       た       デ       ィ       ズ       ニ       ー       チ       ケ       ッ       ト       ！       !     

       趣       旨     

       申       し       込       み       方       法              ラ       イ       ン       へ       
名       前       を       送       る       だ       け     

       参       加       費            日       時     
       無       料       ！       ！     

       が       も       ら       え       る       ！       か       も       ！     

       L       I       N       E       I       D       検       索       →              h       k       u       r       o       g       o       m       e     

       
社       会       福       祉       学       部       同       窓       会       主       催     

       申       し       込       み       L       I       N       E     

       内       容     

       
卒       業       お       め       で       と       う       ！       ！       ！       ！       ！       ！     
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ご卒業生の皆さん、ご卒業誠におめでとうございます。
学生時代の思い出を胸に新しい世界へ思いきり羽ばたいてください。これからのご活躍を大いに期待してお
ります。
ご入学生の皆さん、ご入学誠におめでとうございます。
勉学やサークル等、忙しくも楽しい日々が待っていることと思います。たくさんの素晴らしい経験をして充
実したキャンパスライフを送ってください。新生活、応援しています。
コロナ禍の中、深い愛情を注がれ成長を見守ってこられたご家族皆様のお慶びも格別のことと存じます。心
よりお慶び申し上げます。

橘会は、昭和39年に創立され立正大学（大学院）に在学する学生の保護者ならびに保証人の皆様を会員とし、
名称は大学の校章が「橘」であることに由来しています。
大学と会員が連携して、教育、課外活動や学生生活の向上に資すると共に、会員相互の親睦に寄与すること
を目的として年１回定期総会を開催、意見交換や橘会役員選出、年間事業計画および予算等の重要事項につい
て審議を行っております。
令和４年度より、「立正150橘会基金」を創設し、勉学意欲はあるが経済上学費や生活費の支弁が困難である
学生に対し学修や研究活動を支援することを目的とした奨学金支援を年２回行っております。
また、在学生支援として学生を対象に、学術、文化、体育、慈善活動、その他広範囲の分野において活動、
努力された個人・団体を表彰しております。自薦他薦は問いませんので奮ってご応募頂けます事を願っていま
す。
令和６年度保護者懇談会については、６月８日（土）の新潟県会場をスタートとして全国６会場（品川・熊
谷キャンパス含）にて開催されます。各会場にて教職員による、保護者向け就職説明や、学生生活・成績等の
相談会等、非常に充実した内容となっておりますので、何卒ご参加の程お願い致します。
新入生には災害支援セットを配布しており、地震や台風災害に備えて少しでもお役に立てればと願っており
ます。
保護者の皆様におかれましては、常日頃橘会の活動に対してご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。どう
か、橘会の活動に積極的にご参加頂き、学生生活の充実に繋げて頂ければと存じます。
最後に、橘会は大学側と歩調を合わせながら活動を実行して参りますので、皆様方のご支援ご協力を賜りま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
学生の皆様、保護者の皆様には健康管理にくれぐれもご留意いただき、１年を元気に明るく過ごされること
をご祈念申し上げます。

立正大学橘会　会長　若林 壽学

ご挨拶
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入学生へ防災キットを配布

橘会より、学生支援として今年度も新入生へ防災キットを配布しました。

～橘会役員の皆様からのメッセージ～
　近年日本では地震や記録的な大雨などが頻繁におきており、今年は１月
１日から能登半島地震があり甚大な被害となりました。このようなことか
らも災害時に対する備えを考える時だと思います。いつ起きても不思議で
はない大災害。その災害に遭うのは自宅や学校にいるときだけとは限りま
せん。常に防災意識を持ってもらいたいとの思いから、非常用携帯防災
セットを用意致しました。非常時にご活用ください。

令和５年度　立正大学橘会奨励賞
橘会では、学生を対象に学術・文化・スポーツ・慈善活動・その他広範囲の分野に
おいて活躍・努力をしている個人・団体を表彰し、支援を行っております。
今回応募数８件でした。現在厳選な選考を行っており、結果につきましては、応募
者ご本人に通知すると共に、校友会ホームページへ掲載致します。
なお、受賞された方につきましては、５月25日に行われます橘会定期総会にて表
彰式を行わせていただきます。

令和６年度　橘会定期総会開催のご案内
令和６年度の橘会定期総会を開催致します。多くの保護者の皆様のご参加をお待ちしております。

日程：令和６年５月25日（土）14：00～16：00
会場：立正大学品川キャンパス　第７会議室（１号館４階）

◆第１部＝橘会奨励賞授賞式
　第２部＝定期総会

✿令和５年度事業報告・決算報告　✿会計監査報告　✿役員選出について

✿令和６年度事業計画案・予算案承認　✿立正150橘会基金について

✿学生支援について　✿その他

申込方法：�後日、保護者懇談会のご案内と一緒に郵送にてお送り致します。

　　　　　お手元に届きましたら、ご参照頂きお申込みください。

問い合わせ先：立正大学学長室校友課　TEL : 03-3493-6673　Email : alu@ris.ac.jp
　　　＊�状況により、定期総会開催形式を変更させて頂く場合がございます。また状況により中止とさせて 

頂く場合もございます。
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I N F O R M A T I O N

立正大学では、卒業生・修了生が卒業後も使用出来る
メールサービスを行なっております。
同窓生同士の交流を始め、大学との情報交換等にご利
用頂ければと存じます。
メールサービスは無償・永年利用可能となります。
ただし、生涯メール利用のお申込後、１年間メール
サービスへのログインが無かった場合は、メールサー
ビスの管理上、利用を停止させて頂きますので、ご了
承ください。
なお、メールご利用の再開につきましては、学長室校
友課宛にご連絡をください。ご利用再開のお手続を行
わせていただきます。生涯メールにつきましては、校
友会ホームページへも掲載がございますので、併せて
ご参照ください。

【立正大学校友会ホームページ】
https://alumin-rissho.jp/

【お問合わせ先】学長室校友課　
（TEL）03-3493-6673　（Email）alu@ris.ac.jp

立正大学生涯メールに関するご案内

 【変更内容】
◆氏名　　◆ご住所　　◆電話番号
◆メールアドレス　　　◆勤務先・職業
＊�変更に関するご連絡を頂く場合には、校友会会員番号（校友会

報・学園新聞氏名箇所に記載されているA・B・C・Dのアル
ファベットではじまる７桁の数字）を併せてお知らせください。

 【お問合わせ・お届け先】
立正大学学長室校友課
　〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
　☎03-3493-6673　FAX：03-3493-9068　
　Email：alu@ris.ac.jp
■�校友会ホームページより直接登録情報の変更・修正等を

行って頂くことが出来ます。https://alumin-rissho.jp/
 【お知らせください】
◆�卒業生の活動情報やクラブ・サークルOB/OG会開催、卒

業生のお店紹介等卒業生の方のご活躍情報がございました
ら、お寄せください。

ご登録を頂いておりますお名前・ご住所・電話番号・勤
務先等のご変更および訂正等がございましたら、下記ま
でご連絡ください。

校友会会員情報について

令和５年度中には多くの校友の皆様にご支援をいただ
きましたこと御礼申し上げますとともに、深く感謝申
し上げます。
令和６年度校友会費B（卒業生・現元教職員会費）に
つきましても、ご協力をお願い申し上げます。

令和６年度校友会費B
（卒業生・現元教職員会費）のご案内

■ 令和５年度　校友会費Bについて
会　　費 年会費

納入期間 2024年４月１日 ～ 2025年３月31日

納入回数 年会費のため、上記期間内１回

氏名掲載 校友会費Bをお振込いただきました方のお名
前をホームページ・会報に掲載させていただ
きます。つきましては、掲載を①「許可す
る」、②「許可しない」のご希望をお伺いし
ております。お手数ではございますが、振込
用紙の通信欄に記載がございますので、どち
らか一方に○印をお付けいただき、お振込く
ださいますようお願い申し上げます。
なお、どちらにも記載が無い場合には原則掲
載を「許可いただいた」ものとして掲載させ
ていただきます。ご了承ください。

教 職 員 訃 報
元大学事務局図書館 熊谷学術情報課
� 　福 島 元 子 氏 （令和６年２月１日逝去）

謹んで哀悼の意を表します
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